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① 肥育委託料 年間頭数 14 頭 （ 円）

② 販売用牛肉と畜・加工等処理 （ 円）

③ 堆肥舎新築工事 （ 円）

円

『こだわり野菜の生産拡大推進』※未実施
① （ 円）

② （ 円）

③ （ 円）
円

『浜のブランド化推進』
① ナマコ人工種苗生産費 （ 円）

② ナマコ人工種苗放流費 （ 円）

③ もずく加工材料費 （ 円）

④ アワビ種苗放流費 （ 円）

⑤ 放流傭船費 （ 円）
円

66,700
830,144

18,483,242

90,000
270,000
324,000

79,444

0

6,496,942
2,042,740
9,943,560

事業費計
0
0

事業費計

事業費計

地方創生推進交付金に係る事業評価

事業№ 事業名 いまべつ産品ブランド化プロジェクト事業

事業概要及び事業実績

【平成３０年度実績】

・肥育農家２名への肥育委託は、年間十頭程度の導入頭数により、安定した肥育数を維持しており、各種イベント、
町内祭での供給を実施できている。

・食肉販売収入は年々増加傾向であり、今後も引き続き継続して販売・ＰＲを実施していく。

・平成２９年度に導入した冷凍庫、ショーケースを平成３０年度も活用し、祭りやイベント販売時の多様性が生まれ、
購買意欲促進、売り手側の商品説明に繋げることができた。また、畜産運搬車１台を導入したことにより、牛の出
荷、搬入出についても改善し、今後のさらなる活躍の場が期待される。

・各県外イベント販売は、いまべつ牛の周知活動のみならず今別町のPRも行い、牛自体の等級も高いことから、販
売数が大いに伸びた。

・浜のブランド化推進事業については、ナマコ、アワビの種苗放流量を目指し、現在も試験研究を重ねている。

『いまべつ牛ブランド化の推進』

【事業概要】
　当町のいまべつ牛について、肥育頭数の安定化と販売、普及促進に注力しているものであり、県内外販売活動時
によるいまべつ牛の周知、販促活動と今後の畜産振興の向上を図る。
　また、生産量拡大のため、種苗購入方式から地元での種苗生産方式に加え、試験研究を重ねながら種苗放流量
の増加を目指すため、ナマコ人工種苗生産を行う。
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外部有識者による評価（コメント）【今別町まち・ひと・しごと創生推進員】

食肉出荷量 2,700 ｋｇ Ｒ2.3 2,820

食肉販売収入 12,000 千円 Ｒ2.3 14,670

19,318,386

・目標値に対する実績値はやや十分である。

・さらなる情報の周知を行い、事業者からの意見も取り入れることも必要。

・どんどんＰＲしていき、次のステップへとつなげてもらいたい。

・多種多様な取り組みを期待したい。

・引き続きいまべつ牛のＰＲだけではなく、町のことや事業等についてもＰＲしてほしい。

（評価年月日）令和２年１月１７日

総合戦略のKPI達成に有効であったかどうか ○

奥津軽いまべつ駅・道の駅利用者数 170,000 人 Ｒ2.3 152,000

8,383,000

本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標名 指標値 単位 目標年月 実績値

実績額（単位：円）

事業費総額 うち交付金充当額


